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   Ｃ２３Ｃ  20/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 201/00     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月4日(2013.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液状のインジウムアルコキシド含有組成物であって、
　－　少なくとも１種のインジウムアルコキシド並びに
　－　少なくとも３種の溶媒Ｌ1、Ｌ2及びＬ3

を包含する液状のインジウムアルコキシド含有組成物において、溶媒Ｌ1が、乳酸エチル
、アニソール、テトラヒドロフルフリルアルコール、酢酸ブチル、エチレングリコールジ
アセテート及び安息香酸エチルから成る群から選択されており、かつ双方の溶媒Ｌ2とＬ3

との沸点の差がＳＡＴＰ条件下で少なくとも３０℃であることを特徴とする、液状のイン
ジウムアルコキシド含有組成物。
【請求項２】
　前記溶媒Ｌ1が、乳酸エチル、アニソール、テトラヒドロフルフリルアルコール及び酢
酸ブチルから成る群から選択されていることを特徴とする、請求項１記載の組成物。
【請求項３】
　前記少なくとも１種のインジウムアルコキシドが、少なくとも１個のＣ1～Ｃ15－アル
コキシ基又はＣ1～Ｃ15－オキシアルキルアルコキシ基を有するインジウム（ＩＩＩ）ア
ルコキシドであることを特徴とする、請求項１又は２記載の組成物。
【請求項４】
　前記インジウム（ＩＩＩ）アルコキシドが、インジウムイソプロポキシドであることを
特徴とする、請求項３記載の組成物。
【請求項５】
　前記インジウムアルコキシドが、前記組成物中で、前記組成物の全体の質量に対して、
１～１５質量％の割合で、特に有利には２～１０質量％の割合で、極めて有利には２．５
～７．５質量％の割合で存在することを特徴とする、請求項１から４までのいずれか１項
記載の組成物。
【請求項６】
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　前記溶媒Ｌ2及びＬ3が有機溶媒であり、それらは互いに無関係に、アルコール、ポリア
ルコール、エステル、アミン、ケトン又はアルデヒドから成る群から選択されていること
を特徴とする、請求項１から５までのいずれか１項記載の組成物。
【請求項７】
　Ｌ2の沸点がＳＡＴＰ条件下で３０～１２０℃であり、かつＬ3の沸点がＳＡＴＰ条件下
で１２０～３００℃であることを特徴とする、請求項１から６までのいずれか１項記載の
組成物。
【請求項８】
　Ｌ2が、イソプロパノール、メタノール、エタノール、アセトン、トルエン、テトラヒ
ドロフラン、酢酸エチル、メチルエチルケトン、クロロホルム及びエチレングリコールジ
メチルエーテルから成る群から選択されていることを特徴とする、請求項１から７までの
いずれか１項記載の組成物。
【請求項９】
　Ｌ3が、テトラヒドロフルフリルアルコール、酢酸ブチル、ジエチレングリコール、ア
ニソール、エチレングリコールジアセテート、安息香酸エチル及び乳酸エチルから成る群
から選択されていることを特徴とする、請求項１から８までのいずれか１項記載の組成物
。
【請求項１０】
　前記組成物が２種の溶媒のイソプロパノール及びジエチレングリコールを包含すること
を特徴とする、請求項１から９までのいずれか１項記載の組成物。
【請求項１１】
　Ｌ2の割合が、前記組成物の全体の質量に対して３０～９５質量％であり、かつＬ3の割
合が、前記組成物の全体の質量に対して０．５～７０質量％であることを特徴とする、請
求項１から１０までのいずれか１項記載の組成物。
【請求項１２】
　前記組成物が少なくとも３種の溶媒のイソプロパノール、酢酸ブチル及び乳酸エチルを
有することを特徴とする、請求項１から１１までのいずれか１項記載の組成物。
【請求項１３】
　なお少なくとも１種の更なる金属アルコキシドを有することを特徴とする、請求項１か
ら１２までのいずれか１項記載の組成物。
【請求項１４】
　前記少なくとも１種の金属アルコキシドの割合が、前記組成物の全体の質量に対して０
．０１～７．５質量％であることを特徴とする、請求項１３記載の組成物。
【請求項１５】
　前記少なくとも１種のインジウムアルコキシドを、前記少なくとも３種の溶媒の混合物
と混合することを特徴とする、請求項１から１４までのいずれか１項記載の液状のインジ
ウムアルコキシド含有組成物の製造法。
【請求項１６】
　前記少なくとも１種のインジウムアルコキシドと少なくとも１種の溶媒を包含する組成
物を他の１種以上の溶媒と混合することを特徴とする、請求項１から１４までのいずれか
１項記載の液状のインジウムアルコキシド含有組成物の製造法。
【請求項１７】
　半導体構造を製造するための、請求項１から１４までのいずれか１項記載の組成物の使
用。
【請求項１８】
　電子素子を製造するための、殊に（薄膜）トランジスタ、ダイオード又は太陽電池を製
造するための、請求項１から１４までのいずれか１項記載の組成物の使用。
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